
団体名： 江南商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 92.3 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 64.0 ％） （達成度 152.1 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.0 ％） （達成度 103.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 33.3 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 200.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

協力依頼があれ
ば引き続き対応
する予定であ
る。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

2
実績
数値

2
目標
数値

指標

布袋地区で行う夏祭り開
催の一助となった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商工業振興事業 
 
商店街活性化支
援

布袋サマーフェスタの開催
支援

開催期間:令和7年8月 
開催場所:布袋駅東駅前広場

中小・小規模
事業者

指標
開催協力日数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

現行通り実施予
定である。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

1
実績
数値

2
目標
数値

指標

デジタル化に関しての講
習会を開催し小規模事業
者のITリテラシーの向上
に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商工業振興事業 
 
江南市工業振興
対策 
協議会

市内地域の工業の振興を図
る。

・講習会１回 
・視察研修会1回

小規模事業者
を中心とする
市内地域の全
工業事業者

指標
講習会等実施回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

現行通り実施予
定である。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

3
実績
数値

1
目標
数値

2

指標
イベント開催回数

①駅前再生事業の先進地を視察
し、今後の駅前を中心とした商
店街のあり方について学ぶこと
ができた。 
 
②地元の菓子店や特産品の販売
促進を図るとともに、LEDを活
用した駅前のにぎわい創出にも
貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
2

商工業振興事業 
 
江南市商業活性
化 
推進協議会

市内地域の商業・商店街の
振興を図る。

(１)視察研修会
(２)食での賑わいづくり事業
　　コーナンスイーツ事業
(３)特産品事業
　　「江南野菜カレー」PR
(４)イルミネーション事業
江南駅前のLEDイルミネーション
装飾

小規模事業者
を中心とする
市内地域の商
業者及び商店

街

指標
講習会等実施回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

現行通り実施予
定である。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

25000
実績
数値

25000
目標
数値

こうなん産業フェスタ来場
者数

指標

参加企業が市民に対して
自社アピールを行うよい
機会となった。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

地域産業祭事業 （１）こうなん産業フェス
タ 
市内の商工業・農業を集約
した本市最大の一大イベン
トとして、地域産業の復興
と市民の福利の増進を図る
ことを目的とし開催する。

こうなん産業フェスタ
開催日:令和7年11月8日～9日
すいとぴあ江南を会場に市内の
製造業者の物産展、織物展、商
業者の即売会等を開催。その他
にも市内企業出展ブースを設
け、企業PRを行った。

小規模事業者
を中心とする
市内商店街及
び商店、商工
業者及び団体

指標

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

活動を通じた自
己研鑽と異業
種・他地域との
交流により会員
の資質向上に繋
げる。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

100
実績
数値

94
目標
数値

30

指標
女性会会員数 会の運営に携わること

で、地域の様々な職種の
事業主と関わりを持つこ
とができ、組織運営にお
ける視野が広がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
31

若手後継者等育
成事業

若手企業経営者、後継者及
び女性経営者に対し、経営
に必要な知識の習得や資質
の向上を図るための講習
会・研修会を開催し、小規
模事業者の振興・発展を目
的とする。

①青年部 
　役員会１２回、地域振興
事業２回、その他３６回 
②女性会 
　役員会１２回、地域振興
事業２回、その他１０回

小規模事業者
を中心とする
青年部・女性

会会員

指標
青年部会員数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

受講者数のさら
なる増加や、講
習後のフォロー
アップの充実が
今後の課題とな
る。今後も受講
者のニーズに即
した内容の提供
と、より多くの
事業者が参加し
やすい仕組みの
構築を目指す。

集団
講習
会開
催費
用は
江南
市よ
り助
成あ
り

アンケー
ト22件 
※会議を
開催して
一括アン
ケート目標

数値
25

実績
数値

16
目標
数値

48

指標

（個別）講習会受講者数
小規模事業者の経営知識
向上、創業促進、課題解
決支援の強化 という複
数の効果が得られた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

73

講習会等 多様化する経営環境に対応する
ため、小規模事業者にとって必
要な金融・税務・経理・労働・
情報化等の知識習得や時事的な
問題についての啓蒙を図り、事
業者の資質の向上と円滑な事業
運営に資することを目的とす
る。 
また、「やる気のある企業経営
者」の創業を支援し、市の活性
化を図ると共に、事業所数の減
少に歯止めをかける。

・講習会開催回数及び受講
予定者数 
　集団    1回　16人 
　個別  48回　73人 
　計　   52回　89人

小規模事業者

指標

（集団）講習会受講者数

来年度も受託件
数自体は本年度
と同規模での記
帳継続支援とな
ることを見込ん
でいる。

アンケー
ト22件 
※会議を
開催して
一括アン
ケート

目標
数値

75
実績
数値

76
目標
数値

実績
数値

正確な税務処理により、
適正な決算書・申告書の
作成ができ、適正納税に
繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

記帳継続指導事
業

商工会議所の職員が、個人
事業主等を対象に正しい記
帳方法の指導並びに決算・
確定申告指導を行い、事業
所の適正な税務申告と経理
の自計化や計数管理による
経営力の向上に結び付け
る。

・指導対象者数 76事業所 
・指導延日数 370日 
・指導延回数 712回

小規模事業者

指標
受託件数

指標

目標
数値

1200
実績
数値

1108
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業者ごとの
ニーズに応じた
支援内容の深化
や、支援後の成
果の可視化も今
後の課題とな
る。相談件数を
維持しつつ、よ
り多くの事業者
が具体的な解決
策を得られるよ
うな支援の質向
上を目指す。

アンケー
ト22件 
※会議を
開催して
一括アン
ケート

巡回・窓口相談
指導事業

地区内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をな
す小規模事業者の経営基盤
の安定化に努める。また、
創業・経営革新への積極的
な支援を実施する。このた
め、巡回及び窓口において
相談・指導を行う。 
また、江南市内の小規模事
業者が経営課題を解決する
ため、専門家や関係機関、
金融機関と連携し、伴走型
支援により事業計画策定を
支援する。

・巡回窓口指導実企業数
432社 
・巡回窓口指導延件数 1108
件 
・課題解決提案件数 ４０件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

小規模事業者の経営安定化
と課題解決に大きく貢献
し、地域経済の基盤強化に
も寄与した。巡回相談や窓
口相談の実施により、多く
の事業者が経営上の課題に
ついて相談できる機会を得
た点は高く評価された。ま
た、専門家や関係機関と連
携した伴走型支援を通じ
て、経営改善や創業支援に
向けた具体的なサポートが
行われ、地域経済の活性化
にも繋がった。

実績
数値

40

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： 江南商工会議所

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 40.0 ％） （達成度 30.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 24.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 131.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 117.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 395.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業についての
PRを行い、積極
的に利用者を募
る。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート目標

数値
20

実績
数値

79
目標
数値

指標

専門家の的確な情報提
供・解決策の提示によ
り、経営課題を解決する
一助となった。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

専門家派遣等事
業

物価高騰による影響や働き
方改革、生産性向上、税制
度の変更等、制度改正によ
る諸課題に対して、窓口相
談やセミナー等を実施や専
門家の派遣を行い、小規模
事業者が円滑に対応できる
よう支援する。

経営課題に対して専門家に
よる個別相談・支援により
経営課題の解決を図った。
専門家個別相談会　１２回

小規模事業者

指標

相談者数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業所における
福利厚生制度の
充実のため引き
続き共済キャン
ペーン事業を実
施する。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

85
実績
数値

100
目標
数値

指標

経営者及び従業員に安心
した労働環境を提供し、
雇用の安定を図ることが
できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業 中小・小規模企業の経営・
雇用の持続的な安定を図る
ために、各種共済制度の普
及や従業員の健康診断事業
の実施等、企業の健全な育
成に資することを目的とす
る。

事業所からの要望に応じて
共済加入の手続きを行うと
共に、共済のキャンペーン
を行い普及を図った。 中小・小規模

事業者

指標
共済加入口数

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者の
法令遵守と事務
手続きの負担軽
減を図るため、
労働保険及び事
務組合委託のメ
リットの周知を
図る。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート目標

数値
115

実績
数値

117
目標
数値

受託件数
指標

労働保険に関する事務処
理の軽減と適正処理が図
れた。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

労働保険事業 
（労働保険事務
組合）

労働保険の保険料の徴収等に関
する法律に基づき、中小・小規
模事業者の労働保険事務を代行
することにより、労働保険料の
申告納付・その他労働保険に関
する各種届出等の事業手続きを
行い、事務処理の負担軽減と適
正な処理を図ることを目的とす
る。

雇用保険、労災保険に関す
る事務代行。

中小・小規模
事業者

指標

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き、講習
会・研修会・視
察会等の経営課
題や業界の活性
化に繋げる事業
を行う。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

35
実績
数値

46
目標
数値

指標

地域の最新の経営状況を
把握するとともに、経営
の効率化や販路開拓に役
立つ講習会事業等を開催
することができ、事業環
境の改善の一助となるこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事
業 
 
部会事業

業種別による部会組織（工
業繊維、建設、食品、商
業、金融理財、サービス）
により業界の問題点等を解
決するために、講習会・研
修会・視察会等を開催し、
地域経済の活性化を図る。

各部会役員会で年間事業計
画をたて、講習会・研修
会・視察会等を開催し、経
営課題や業界の活性化に繋
げる事業を行った。

中小・小規模
事業者

指標
事業等実施回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

インターネット
経由での受験が
普及してきたた
め、受講者は減
少見込みであ
る。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

950
実績
数値

236
目標
数値

指標

経営等に必要とされる能
力のある人材を、検定を
実施したことで育成でき
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

人材育成事業 
 
検定等支援事業

企業人材の能力を高め、企
業経営力等の向上を図るた
め各種能力検定を実施する
ことにより人材育成を行
う。

日本商工会議所の企画によ
る簿記検定等を共催実施し
た。 小規模事業

者、中小企業
の社員及び市

民

指標
申込者数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者の
経営と持続化さ
せることに繋が
る情報を発信し
ていく。会員数
の減少に伴い、
発行部数は減少
見込みである。

アンケート
22件 
※会議を開
催して一括
アンケート

目標
数値

1800
実績
数値

1800
目標
数値

指標

景況状況や補助金等の経
営支援策の情報を収集・
発信することで、管内事
業者の経営を持続するた
めの手助けとなった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業 
 
各種調査事業

江南商工会議所の事業や経
営情報の周知を図り、参加
及び活用により経営改善を
促す。

・毎月１日に、「こうなん
商工会議所ニュース」を
1,800部発行した。
・メールマガジンを配信し
た。（１２回）
・公式LINEによる情報提
供。

小規模事業者
を中心とする
会員事業所等

指標
発行部数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

地域の景況感の
資料として積極
的に活用する。アンケート

22件 
※会議を開
催して一括
アンケート目標

数値
15

実績
数値

12
目標
数値

指標

各地の景況情報を参考
に、当地域との比較によ
る情報提供で経営の参考
資料として役立った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業 
 
景況調査
（LOBO：商工会
議所早期景況観
測）事業

日本商工会議所のネットワーク
を活用して、各地域の「肌で感
じる足元の景況感」を全国ベー
スで毎月調査された集計結果
を、商工会議所としての景気対
策等に関する分析を行い、経営
に必要な情報を提供し、経営改
善に役立ててもらうことを目的
とする。

管内の小規模事業者から１2
社を抽出し、経営指導員が
訪問等をして調査を行っ
た。 小規模事業者

から抽出した
１5社

指標
管内調査対象事業所数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

積極的な事業PR
を行い、管内事
業所の申し込み
を促す。

アンケー
ト22件 
※会議を
開催して
一括アン
ケート

目標
数値

5
実績
数値

2
目標
数値

10

指標

ｱﾗｲｱﾝｽﾊﾟｰﾄﾅｰ発掘市 
参加企業数

両商談会とも、新たな取
引先の開拓や、それに伴
う新事業展開を見据えた
商談会であった。参加企
業のPRとマッチングの場
を提供できた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
3

商談会事業 ①地域商談会（尾張会場） 
中小企業の新規取引先開拓を図
る。中小企業間の情報交換を通
じ、共同受注、技術提携等を促
進する。 
②アライアンスパートナー発掘
市 
平成１９年以降、愛知県下商工
会議所連携事業として、全業種
へのビジネスマッチング支援を
目的に、年１回実施。事前予約
型の個別相談会形式で行い、中
小・小規模事業者への取引環境
活性化の取り組みを支援する。

①地域商談会（尾張会場） 
商談日：令和7年7月 
商談場所:稲沢市勤労福祉会館 
内容：個別商談、中小企業間交
流 
共催：(公財)あいち産業振興機
構、一宮・瀬戸・春日井・津
島・稲沢・小牧・犬山・江南各
商工会議所 
 
②アライアンスパートナー発掘
市 
商談期間：令和7年7月 
商談場所：名古屋商工会議所

中小・小規模
事業者

指標
地域商談会管内参加企業数


